吃音サポート　ジークフリーツ　松田真奈美氏

吃音症とは話そうとすると言葉が詰まったり繰り返してしまい、なめらかに話せない症状のことです。原因は解明されていません。また、これといった治療法も確立されていません。ただ、多くの方は歌ではどもらないのです。そこでジークフリーツは、みんなで歌を歌い、しばしホッとできる場を作ろうという主旨でとして立ち上げました。１０人ほど集まり楽しく歌を唄ったり、吃音について話し合ったりしています。

そこで改めてわかったことは、みんな吃音の症状は子供の頃からあった、自分でもどうしてそうなるのか分からない、いつ症状が出るのか、他人にどう思われるのか、この先どうなるのかと常に不安を抱えている、どもりたくないという気持ちから黙っていたり、対人場面そのものを避けてしまいがちだということです。また、そんな自分を駄目な人間だと感じて問題が深刻化していくことや、できることなら治したいという切実な願いと、吃音のままでももっと積極的に社会参加したいという相反する２つの強い気持ちがあることもわかりました。

当時のメンバーは、症状が消えたわけではありませんが、今はそれぞれが元気に新しいことに挑戦しています。このことから、自分達の活動には何らかの意味があったのではないかと考えています。たとえば、同じ悩みを持つ仲間の存在が孤独感の解消や、不安・無力感の軽減につながったのではないか、率直に悩みを話し合うことで問題整理ができたのではないか、歌のサークルだったからこそ参加しやすかったのではないか、といったことです。

また、みんなで音楽をやるということは自己表現であり、他人との交流を生み出す社会行動であるといえます。理屈を抜きにこころにさまざまな影響を与えるのです。集団場面やコミュニケーションに自信のない人たちが、みんなでその場を創る、安心して失敗できる、何度でも挑戦できる、という場を用意することによって社会につなぐワンステップとなり得るのではないでしょうか。このような活動を通して内面的な変化が起こった結果、行動や生活そのものが変わっていくのではないかとも考えました。

同時にたくさんの問題も見えてきました。このような場が全くない、吃音問題に取り込んでくれる人材が少ない、当事者と行政や医療との関係もうまくいっていない、などということです。そこで一昨年からは、これらの問題解決も視野に入れて取り組んでいます。

活動内容は、次のとおりです。

・月１回音楽療法として２時間の歌やおしゃべり、表現ワーク

・臨床関係機関への積極的な情報提供の呼びかけ
・スーパービジョンの実施

～音楽療法を吃音に用いることが新しい試みであるので、キャリアのある先輩方の指導や助言を受けながら進めているということ。

・自助グループや初代のメンバーが立ち上げたサークルなどとの交流・協力体制の構築
・支援の輪を広げるための日本音楽療法学会などへの報告
・運営方法の変更（報告には当事者との契約や同意、プライバシーの尊重等の約束事があるため）
・一般の方々への啓蒙活動

・（サポセンの紹介で）茅ヶ崎リハビリテーション専門学校から言語聴覚士科の先生がオブザーバーとして活動に参加

～当事者への情報提供と、学生へ生の声を還元するという双方向の意味合いを持つ活動。

活動の場は辻堂の地域作業所『楽庵』さんが提供してくれています。

昨年度は活動資金の一部として財団法人光之村より、研究・研修費の助成を受けました。

ジークフリーツは関わる全ての人が出来る人が出来ることをしながら、みんなで一つの問題を解決することを目指して活動しています。
